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釧路市における共同強震動観測

坂上 実*

A  Cooperative Strong Motion Observation 
in Kushiro City， Hokkaido 

M i n o r u  S A K A  U E *  

Abstract 

A  cooperative strong motion observation w a s  carried out in Kushiro city during the period from 
August， 1993 to March， 1995. This w a s  a  part of cooperative observations at 23 sites organized b y  the 
Japanese Working Group on the Effects of Surface Geology o n  Seismic Motion with contributions from 
16 organizations. This paper reports the observation environments a n d  the strong motion records 
obtained b y  the Strong Motion Observation Laboratory， Earthquake Research Institute. Preliminary 
analyses of the significant records from the 1994 Hokkaido Toho Oki earthquake are also presented. 
K ey  words :  strong motion observation， seismic hazard， Kushiro 

はじめに

1993年 1月 15 日 (20 時 06分) に発生した釧路沖地震
( M  7.8) では，銀! I 路市を中心として，港湾施設，土木施設，
ライフライン施設などに大きな被害が生じた. 銀! I 路市の震
度はVIであった. 銀! I 路市に設置されていた強震計の全ての
観測点で貴重な記録が得られたが，とくに丘陵部に位置す
る釧路地方気象台 (J M A) に設置されていた 87 型電磁式
強震計では E W 成分の最大加速度 919 gal の大きな加速度
が観測された. 一方，低地部( 砂地盤) に設置されていた
運輸省釧路港湾建設事務所 ( P H RI )の N S成分では 469
gal の加速度が観測された. ちなみに P H R I の E W 成分は
344 gal である. この地震で観測された観測波形や最大加
速度・速度については，強震観測事業推進連絡会( 1993)
から出版されている. 上記の鎖! I 路沖地震は地震災害にとど
まらず，観測された強震動記録も 「表層地質が地震動に及
ぼす影響 CESG*)J に関する多くの研究課題を提起した.
これらの課題を究明する目的で， 日本学術会議地震工学研
究連絡会議地震動小委員会の支援の下に， 震災予防協会に
設けられた ESG*研究委員会が釧路市内に高密度強震動観

1996年 5月 15 日受付， 1996年 9月 26 日受理.
* 地震地殻変動観視I j センター強震観測室， (東京大学地震研究
所).
本 Strong 恥fotion Observation Laboratory， Earthquake  
Observation Center， (Earthquake Research Institute， 
University of Tokyo). 

測の共同観測網を展開することとなった. E S G とは，
Effects of Surface Geology o n  Seismic Motion の頭文字
をとって E S G研究と略称している. 我々もその共同強震
観測の呼びかけに応じ， 5観測点を設置することとした.
共同強震観測の主な目的として，次の謀題があげられた
(笹谷， 1994). 1 ) 低地部と丘陵部で観測された強震動に大
きな差異がみられたが，この原因を定量的に明らかにす
る. 2) 釧路市の地質構造は東商方向に大きく変化している
が，南北断面については緩やかに( 南側〕傾斜している.
これらの地質構造が地震動に影響を及ぼしている. この地
域で高密度強震動観測を実施し，得られた観測記録から地
震動に与える影響を定量的に明らかにする. 3) 地盤の非線
形応答特性と関連して，弱震動と強震動とで地盤応答にど
のような差異があるかを明らかにする. また，かねてより
釧路市で得られる大加速度記録が，その最大加速度値に比
べて構造物被害が少ないという特徴あるいは疑問に答える
ことも，観測目的の一つであった. 本報告は，その共同観
測における分担の形で実施した地震研究所強震観測室の観
測点に限って，観測概要・記録の特徴等を記したものであ
る. 全観測記録は共同研究の一環として整理中であり，全
体の記録への解析結果については機会を改めて報告した

• 、pw 
共同強震動観測の概要

図 1 に E S G共同強震動観測点の分布，他の機関による
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定常観測点 ( J M A，BRI， P H RI ) を示す. 建設省建築研究
所 (BRI ) の観測点は釧路地方気象台の構内に設置されて
おり，気象台観測点とは隣接している. 共同強震動観測網
の各観測点の選定は， E S G研究委員会( 座長・北海道大学
岡田 康) によって決定された. 観測点は，図 l に示した
ように，丘陵部の J M A から低地部の PHRI の側線を基本
とした配置である. 全 23観測点中，丘陵部は 8 ヶ所，低地
部は 15 ヶ所である. また，観測点の間隔は殆どの場合 1
k m 以内である. 表 1 に E S G共同強震観測地点の一覧を
示す. 参加機関の構成は，大学・建設企業の研究所からな
る 16機関で発足した. 但し， 観測に必要な観測機器や経
費，旅費などは全て担当機関の自己負担である. E S G共同
強震動観測は， 1993年 8月中頃より開始され， 1995年 3月
31 日をもって終了した.
釧路市とその周辺の地形・地質について概観する. 鎖11路
市街は，背後に釧路湿原を有する砂丘上に伏置している.
その地形・地質は，この釧路湿原の形成に深いかかわりを
持っている( 釧路市史編さん事務局， 1992). 鎖11路湿原は，
その形成を 2万年前の氷河期における海面低下から始ま
り，その後の地学環境の変遷を経て，図 2 に示す現在の姿
になったと言われている. 図 3 に示す釧路淑原下の地質構
造は，ボーリング調査をもとにして推定されている. また，
図 3 の地質の東liq断面で、読み取れるが，東西方向に地質構
造が大きく変化している. 一方，図 4 の沖積層の南北断面
は緩やかに南側に傾斜している. これが地震動に大きな影
響を及ぼしていると推定される.

地震研究所担当の観測概要

我々の観測点は図 1で示すように，旧釧路川を挟んで東
側( 丘陵部) に北海道教育大学釧路分校 (HEU)，釧路支庁
(KBO)，鍔i I 路市立東栄小学校 (TEP)，銀i I 路市立柏木小学
校 (KKP)， 4 ヶ所である. 西側( 低地部) に釧路市役所
(KCH) 1 ヶ所である. H E U， K B O， T E P 各観測点は釧路
段丘上に位置し， K C H観測点は砂丘上に位置する. K K P  
観測点は春採湖の湖畔に位置し，観測点の一部は湖の埋め
立て地である また，観測点周囲の斜面には浦幌層( 雄別
層，古第三紀) の砂岩が露出している. ちなみに J M A，
BRI は段丘上に位置し， PHRI は砂丘上に位置する. 我々
の観測開始は，他の機関より半月ほど遅れた. 1993年 7月
12 日に発生した北海道南西沖地震の余震を 3大学( 北海道
大学理学部・京都大学防災研究所・東京大学地震研究所)
共同余震観測のために，使用予定の観測計器を渡島半島を
中心に設置していたことの理由による.
強震計の設置を 9月 3 日から開始し， 5 日夕刻には全 (5
ヶ所) てに設置することができた. 観測開始、'j初は強震計
の誤動作等により，欠測することが度々発生した. 原因と
しては，設置した強震計 C S M A D - 2 型) は 1980年頃に開

実

発された計器であるため，停電・複電時が原因と思われる
電源部の故障が一部に発生した. また，観測点近傍での工
事振動などで誤動作が発生し，記録媒体のカセット M T が
全部巻き取られる等の不具合があった. 遠隔地での観測と
メインテンナスの難しさを痛感した. その後，計器の調整
と統ーを計り，全て S M A D-1，2型に置き換え，正常な観
測体制に入った. 但し，データ収録は全て現地収録方式で
ある. 共同観測期間中に釧路市で 211 回の省感地震があっ
た. 観測中に収得された地震記録で特筆すべきは， 1994年
8月 31 日に発牛宇した国後島付近の地震 (M6.5，釧| 路震度
v) と 1994年 10 月 4 日の北海道東方沖地長 ( M 8.l，銀11路
震度VI) 等である. 国後島付近の地震，北海道東方沖地震
の本震と最大余震では 4観測点については良好な観測記録
が得られたが観測点は計器不良で欠測した 共同強震
動観測は 1995年 3月 31 日をもって終了したが，現在でも
数機関で観測を継続している. 強震観測宅では 1995 年 7
月下旬に観測点を一部変更し，北海道大学理学部と共同で
釧| 路市内に 3継続観測点 ( K C H，H E U， K K P ) および新設
の釧| 路公立大学，北大理学部地震予知観測地域センター北
海道地殻活動観測線・弟子屈観測点( 壕内) に l台，計 5
ヶ所で観測を続けている.

観測点および使用計器

我々が担当した 5観測点の設置環境と計器仕様を以下に
示す. K C H 観測点は釧路市役所 (RC造 σ) 5階建て) (RC 
造( つは鉄筋コンクリート構造を示す. ) の地下 l 階階段
室( 庁舎ほぼ中央部) ， H E U 観測! 点は北海道教育大学釧路
分校の玄関前車庫 (RCl 階建て)， K B O 観測点は釧路支庁
舎 (RC3 階建て) の地下 1階会議室， T E P観測点は釧路市
I T .東栄小学校 (RC3 階建て) の 1階ボイラ一室， K K P観測
点、は鎖11路市立柏木小学校 (RC3 階建て，一部 2階) の 2 階
建て l階電気室である. 使用した強震計は， S M A D-l， 
S M A D-2 であり， V401 サーボ型加速度計が組み込まれた
一体型の強震計であり，記録媒体はカセット M T である.
A /D 変換は， 12 bit であるが， 1サンプル毎の A G C (3成
分同時; 1 x l， x 1/4: S M A D-l; x l， x l/4， x l/16 ・
S M A D-2) が付加されており，フルスケールに関しては，
S M A D-lが 1g  (g 重力加速度) および S M A D - 2 が 2 g
で，そのサンプリングは 100p/s固定の使用である. また，
0.03 H z をカットオフ周波数とする high-pass filter と 30
H z の anti -alias fiI ter を川いている H E U， K K P で
S M A D-lを， K C H， K B O， T E P では S M A D - 2 を使用し
ている. 全ての観測点において，計器本体をコンクリート
床にアンカーボルトで固定した.

地震観測結果( 観測記録スコア)

我々担当の 5観測点でトリガーされた地震( 103個) の
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表1 . E S G 研究委員会共同観測地点の一覧

台帳番号 コード 観測担当機関名 観 演リ 地 占 名 記録器 検出器 |  
o  1  K T C  北海道大学工学部 釧路工業高等専門学校 SSA - 2型( 一体〉

o  2  K O S  北海道大学工学部 釧路市大楽毛処理場 SSA - 2型 (一体〉

o  3  K J M  鹿島建設技術研究所 鹿島建設釧路営業所 S品川C-17S型 (一体〉

o  4  T T R  八戸工業大学 釧路市鳥取神社 PC-98EX型 JA-5V/C-2  

o  5  J  S  1  大林組技術研究所 大林組釧路営業所 SS-l 型 CV - 701 

o  6  T I S  北海道大学理学部 大成建設釧路営業所 PDAS-100型 VS - 1  

o  7  S M Z  清水建設技術研究所 清水建設釧路営業所 SD-203 型 DA叩L-IOO

o  8  T B S  飛島建設技術本部 S地打AC-17 型( 一体〉

o  9  K M B  佐藤工業中央抜術研究所 郵11 路市立駒場小学校 CV - 901N 型 (一体) I  

1  0  K T A  佐藤工業中央技術研究所 郵11 路市立北中学校 CV - 901N 型( 一体)

1  1  K T S  前田道交工業技術研究所 郵11 路市立寿小学校 S品行AC-17S型( 一体)

1  2  K A I  京都大学防災研究所 路 海 員 館 DR-舵a 型 VSEll'12 

1  3  N S M  西松建設技術研究所 西松建設剣11路営業所 SPC司 35F型 VSE - 15 

1  4  A S H  竹中工務庖技術研究所 CV-叩1N型 SV 叩1N I  

1  5  K C H  東京大学地震研究所 銀11 路 市 ?生 所 S胤D - 2  型( 一体〉

1  6  T Q H  東急建設技術研究所 郵11 路北陽高等学校 SV-555 型 SV 一叩l

1  7  H E U  東京大学地震研究所 北海道教育大学釧路分校 PDR - 1型 FBA - 13 

1  8  K B O  東京大学地震研究所 北海道釧路支庁 S胤D - 2  型( 一体〉

1  9  T E P  東京大学地震研究所 説11 路市立東栄小学校 S胤D - 2  型( 一体〉

2  0  K K P  東京大学地震研究所 釧路市立柏木小学校 PDR - 1型 F8A - 13 

2  1  S S K  東京電力原子力研究所 郵i I 路市青少年科学館 SAMfAC-15X SS - 1  

2  2  K R K  北海道大学理学部 指11 路湖陵高等学校 PDAS-100型 VS - 3  

2  3  T Y R  足利工業大学 ったや旅館( 間K 北側崖下〉 SPC - 35E 型( 一体〉

みについて，記録スコアを表 2 に示す. 表 2から分かるよ
つに， 震度 Iでは殆どトリガーしていない. 全ての観測点 ことによる. また，釧路気象台が他の地点よりも揺れ易い
が市街地に設けられているため，丁.事振動などの誤動作を ため有感回数が多かったことも理山の一つであろう. 観測
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表 2. 釧路市における強震観測スコア表， Date 年・月・日，
度， Dep 深さ (K m)，M a g : 地震規模， C: 最大震度.

Time: 時・分・秒，

KKP 

001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 

O  

O  

O  

O  

O  

O  
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O  

O  。
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O  

O  
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4.0 
5.1 
4.0 
5.9  
4.0 
5.0 
4.4 
4.7  
5.9 

Dep 

97.5 
59.2 
106.9 
100.6 
133.0 
91.5 
126.8 
59.0 
69.9 
27.0 

Lat 

42.802N 
42.982N 
42.590N 
42.747N 
44.218N 
42.865N 
42.983N 
43.328N 
43.253N 
44.810N 

Lon 

144.410E 
144.897E 
142.578E 
144.190E 
146.707E 
143.653E 
142.868E 
146.077E 
145.255E 
149.752E 

Time 

2241 55.9 
1045 9.2 
2002 54.5 
1702 42.3 
0917 20.4 
1700 28.1 
2238 25.4 
0522 28.6 
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42.750N 
42.277N 
42 .748N 
42.285N 
44.915N 
43.490N 
43.372N 
43.632N 
43.547N 

147.230E 
143.975E 
133 .550E 
145.165E 
144.293E 
150.858E 
146.068E 
147 .708E 
147.022E 
147.092E 

1738 9.3 
0127 33.3 
0336 31.5 
1024 47.3 
1924 29 .2  
0337 16.7 
1807 29.0 
2222 56.3 
2242 51.8 
2312 6.6 
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銀11路市における強震観測スコア表(つづき ).表 2.
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釧路市における強震観測スコア表 (つづき)• 表 2.
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033941 .9  
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における 475 gal に対して，我々の観測点の最小値は K K P
における 138 gal であり， 約 3倍強の聞きがある. 丘陵部
においても， H E U， T E P 観測点の加速度値は大きな差が
生じた. 差の要因としては，表層地質の影響が考えられる.
図 5 に示したように，低地部の小さな加速度でも，距離減
表の経験式による値よりもはるかに大きい. 最大加速度を
J M A からの距離の関数として示したのが図 6である. 但
し，図 6 には強震動記録が得られている共同強震動観測点
と，他の機関 (J M A，BRI， P H RI ) による最大加速度値も
示した. 丘陵部の観測値を・印で，低地部の観測値を. 印
で示しである. この図から，上述の特徴を，より明確に理
解することができる. この図には， 1993年釧路沖地震 (M
7.8) のデータもO 印で示している. 最大加速度は地震に
よって不安定な量として考えられがちだが，最大加速度の
相対関係は釧路沖地震と北海道東方沖地震で同じ傾向を示
している.

O  

点の地縫条件にもよるが，確実にトリガー (5 点) が掛かる
のは震度E 以上からである. なお， スコア表で表示した O
は観測記録が得られていることを示す. スコア表の作成に
は，気象庁データを用いて吉井・瀕瀬による Seis View  
を利用した.

O  O  O  

1994年 10月 4 日北海道東方沖地震 ( M 8.1) 
による強震動データ

図 5に強震観測事業推進連絡会議( 1994) のま とめた，
1994年北海道東方沖地震の強震動データから得た水平加
速度最大値の距離減衰を示す. この地震の震央から銀i I路市
までの距離は，約 270km である. 我々担当の観測点は，約
1.5  k m 四方の範囲に含まれるので，観測点間で震央距離の
差はほとんど無視できる. 図 l に示した共同観測網の 23
観測点の内， 17観測点、で北海道東方沖地震の強震動記録が
観測された. この地震で観測された最大加速度は， J M A  
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の丘陵部の観測点に比べて小さかったが，建物周辺地盤に

は盛土であり， N  11直( 標準貫入試験) が 10以下の軟弱層が
1 0 m 程度( 観測点直下) であり，地盤の非線形性の影響が
伺われる 最大加速度は H E U の 374 gal から K K P の 153
gal と2倍強の違いが生じている. 一方，最大速度・最大
変位については 2割程度の差に留まっている. この事情は
対象とする周波数帯域に異存するが， E W '  U D成分に顕
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1994年 10月4 臼に発生した北海道東方沖地震では， 北
海道大学理学部と東京大学地震研究所強震観測室で急法共
同余震観測を実施することになった. 観測場所は， E S G 共
同強震動観測で既に観測を実施していた K K P観測点であ
る. 余震観測の目的は，表層地盤および建物による地盤と
の相互作mの影響を究明することにあった. 我々は，余震
観測に必用な観測器材を急速整え， 5 日夕刻には釧路空港
へ向け発送した. 10月 6 B  11 時頃，銀i I 路空港で観測器材
を受け取り，午後には K K P観測点、で北大観測班と合流し
た. 最初の作業は基準点における地震計の設置であり，校
舎前春採湖遊歩道脇に砂岩が露出していたので，遊歩道保
護防止用コンクリートブロック tに決定した( 保護壁の基
礎部は露頭砂岩に密着している). 収録部は所要電源の関
係と保安上の問題等で校舎内電気室に設置した. 地震計設
置ー点まで約 1 4 0 m のケーブルを引き，夕刻には観測体制に
入った. 親日には校舎 1階床と 3階床に地震計を設置し
た. 校舎敷地内で，休祭日 (9，10 日) を利用して図 12 に
示したアレー観測を展開することになった.
地震計設置は，敷地内に多数の信号ケーブルをヲ| く関係
と人的振動ノイズ源を避ける意味で， 8  R  ( 土曜日) の生徒
下校後に設置作業を進め，夕刻には観測体制に入ることが
できた. また，アレー観測点の地震計配置は図 12 に示した
ように， A 1-A 4 および D は Free-field に設置した. D は
遊歩道脇コンクリートブロック kの基準点である. C は共
同観測の観測点である. B 1， B 2 は校内の l階および 3 階
の床に設置した. A  1-A 4 は直接地表に，東西に 1 5 m 間隔
で設置した. 使用した観測計器は， A 1-A 4， B 1， B 2， D で
は可動コイル型・国有周期 I秒のセンサー 3成分( だだ
し， B2 は上下動なし) をダンピング: h = 6.5 で使用してお
り， O.l-10Hz の範囲でほぼ平坦な加速度出力が得られる.
C は共同観測の K K P 観測点で， S M A D-l型の強震計であ

あったが， 9 日( 16 時 56分) に M7.0 の東方沖地震の最大
余震が発生し，貴重な観測記録を得ることに成功した. ま
た相当数の余震記録が得られており，今後検討を深めた

K K P 観測点、での余震観測北海道東方沖地震，

10日白]日日10 

EPICENTR円L DIST内NC E ( km)

1994年北海道東方沖地震の水、li.主IJ最大加速度の距離
データは強震観測事業推進連絡会議( 1994) による.

図 5.
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図 6.
た釧路市内の 1994年北海道東方沖地震， 1993年釧路沖地震
による水平動最大加速度の分布

この地震で観測された加速度波形，応答スペクトル，数
値積分によって求めた速度・変位波形を観測点ごとに示
す. K C H 観測点を図 7，H E U 観測点を図 8，T E P 観測点
を図 9，K K P観測点を図 10 に示す. 同図には，加速度記象
(a)，応答スペクトル (b)，速度記象 (c)，変杭記象 (d)
を表す. 速度，変位波形の解析は， 0.05 H z のカットオフ周
波数とする Butterworth filter を共通に用 L、た.
また，数値積分は時間領域での直接積分法を用いた. 図

11 に我々の 4観測点の加速度周波数スペクトルを比較し
た. 上下動は観測点間の差は僅少である. 一方，水平動は
1  H z による低周波ではほぼ均質な値を示しているが，高周

大きな振帽を示しており，加速度が大きくなった原因であ
る. K K P では 4 H z より高周波で減哀が著しいが，加速度
が小さかったことの要因であろう. K K P での加速度は他
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E-Off Hokkai do (ト18. 1  )  
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図 7 (a). 北海道東方沖地震( 1994 年 10 月4 日， M  8.1) 
K C H観測点( 北海道教育大学割11路分校) の加速度記象 (3成分)
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図 7 (b). 応答スペクトル damping values :  1.5  and 1 0 %  
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E-Off Hokk a. i  do (ト18. 1  )  
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図 7 (c). 北海道東方沖地震 は994年 10月 4 日， M  8.1) 
K CH 観測点( 鎖11路市役所) の数値積分による速度記象 (3成分)
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図 7 (d ). 北海道東方沖地震 (1994年 10月 4 日， M  8.1)  
K C H観測j点( 釧路市役所) の数値積分による変位記象 (3成分〕
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E- Off Ho kk ai do (H8.1l 
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図 8 (a ).  北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M  8.1)  
H E U 観測点 (北海道教育大学釧路分校) の加速度記象 (3 成分)
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図 8 (b) .  応答スペクトル d a mpin g  v alues  :  1.5  a n d  10%  
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E-Off Hokkal do (M8. 1) 
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図 8 (c). 北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M  8.1) 
H E U観測点( 北海道教育大学釧路分校) の数値積分による速度記象 (3成分)
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図 8 (d). 北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M  8.1) 
H E U観測点( 北海道教育大学釧路分校) の数値積分による変位記象 (3成分)
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E-Off Hokkai do (M8. 1) 
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図 9 (a). 北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M  8.1) 
T E P観測点( 市立東栄小学校) 加速度記象 (3成分)
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図 9 (b). 応答スペクトル damping values ・1.5 and 10% 
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E-Off Hokkaido(ト18. 1  )  
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図 9 (c). 北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M  8.1) 
T E P観測点( 市立東栄小学校) の数値積分による速度記象 (3成分)
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図 9 (d). 北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M 8，l) 
T E P観測点( 市立東栄小学校) の数値積分による変位記象 (3成分)
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釧路市における共同強震動観測

E-Off Hokkai do (ト18. 1  )  
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図 10 (a). 北海道東方沖地震( 1994年 10月 4 日， M 8 .1) 
K K P観測点 (di" u:柏木小学校〉 の加速度記象 (3成分)
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E - O f f  H o k k a i  do (ト18. 1  )  
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図 10 (c). 北海道東方沖地震 (1 994 年 10月 4 日，M  8.1) 
K K P観測点( 市立柏木小学校) の数値積分による速度記象 (3成分)
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図 10 (d) .  北海道東方沖地震 (1994年 10月 4 日， M  8.1)  
K K P観測点 (市立柏木小学校) の数値積分による変位記象 (3成分)
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図 11. 4観測点 (KCH，H E U， TEP， KKP) 加速度フーリエスペクトル
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春; 家訓

図 12. K K P観測点( 柏木小学校) 周辺とアレー観測点の
位置

い. また，建物との相互作用などの影響を含めた詳細な吟
味も必要と考えている. 図 13 に図 12 の B 2  (3 F) 観測点
を除くアレー観測記録を示す.

全観測点の加速度記録の内， E W 成分の時刻を合わせ並
べてある. アレー観測の水平距離が 2 0 0 m 以下にもかかわ
らず，最大加速度は 3 倍程度の差が牛牟じた. また， A  1 - A 4  
の短いスパンでも 2倍程度の廷が生じている. 記録は加速
度記象 (a)，速度記象 (b)，変位記象 (c) の E W 成分であ
る. とくに，変位記象では周期数秒の波が卓越し，振幅・
位相とも相互に良く対応している. しかし，速度記象では
加速度と同様に短周期地宣言動の設置箇所による違いが大き
し最大値のみに着目すれば約 3倍の差が生じている. 積
分に関する解析方法は，北海道東方沖 ( M 8. 1 ) 地震で用い
た千法と同様である.

ま めと

本報告は釧路市での ESG高密度強震動観測の共同強震
動観測に参加した内容を主にまとめたものである. 内容と
しては，観測実行計両から観測点配置，観測点状況( 設置
計器)， { O I ! 路市周辺の地質，観測期間内で得られた地震記録
の観測結果および解析結果等である. 観測記録と解析結果
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図 13 (a). 最大余震( 1994年 10 月 9 1::1， M  7.0) によるアレー観測記録.
加速度記象. E W成分( ほぼ Radial成分に松丸)
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函 13 (b). 最大余震( 1994年 10 月 9 1::1， M  7.0) によるアレー観測記録.
数値積分による速度記象. E W成分( ほぼ Radial成分に相当)
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数値積分による変位記象. E W成分( ほぼ Radial成分に相当)
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は，北海道東方沖地震 ( M 8. 1 ) で得られた強震観測室担当
の 5観測点 ( K C H，H E U， K B O， T E P， K K P ) に限定し
た. また，北海道東方沖地震発生に伴い行った K K P観測
点での余震アレー観測の結果についてもまとめた. 今回実
施した大規模な共同強震動観測は，今後の強震観測にとっ
て貴重な試みであった. また，多数の機関が J 同に参加し
ての観測は，これからの観測体制に新風を巻き起こした感
じがする. 共同強震動観測とはL、え，観測機器や経費など
全て手弁当での実施は画期的なことであった. 各観測点で
得られた強震動データは，参加グループの共通の資料とし
て各機関で幅広く利用され，地震工学や他の学問分野にお
いても貴重な基礎データを提供できたと円負している.
ESG共同強震動観測での強震動データは， ( 財) 麗災予防
協会から販布されている( 震災予防協会 ESG研究委員会，
1994， 1995). E SG共同強震動観測に参加できた孜々は，
共同強震観測を通じ多くの研究者にお会いすることがで
き，多くの事について議論し，また学ばせて頂いた. この
貴重な体験を今後の強震観測に生かす所存である.

部岡田 庭教授，同大・笹谷努助教授，両先生が選定か
ら折衝までして頂きました. とくに，侠谷先生には観測開
始当初から広範開にわたってご指導を国き，厚く御礼申し
上げます. また，笹谷先生はじめ，古村美津子博士，斎藤
誠治博士，大学院牛‘ (D2) 南雲秀樹氏，皆織には観測点の
メインテナンスやデータ回収などで大変お世話になりまし
た強震計設置点の場所提供をして頂いた，北海道教育大
学釧路分校，釧路支庁，銀1 / 路市役所，市立東栄小学校，市
立柏木小学校の皆様には，長期にわたるご協力とご厚意に
対し厚く御礼申し上げます. 地震研究所受託研究員，植竹
富一氏の集約された共同観測記録スコア表の一部を利用さ
せて頂きました. また，
観測に参加の機会を与えて頂いた地震研究所工藤一嘉助教
授には感謝を申し kげます. 本報告書をまとめるにあた
り，強震観測室，高橋正義助手には励ましと激励をして国

きました. とくに，工藤先生には報告書の内容について，
適切なアド、パイスと強震記録の解析データはじめ，各種資
料の引用について有益な助言をl噴きました. ここに感謝と
御礼を申し上げます. 最後に，それぞれ事情の異なった各
機関をまとめられた， ESG 研究委員会，役員の皆様方に敬
意を称します.
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